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昭和 46年度大学院公開セミナー
要旨作成にあたって
昨年度にひき続き昭和46年度大学院公開セミナーが 4
月から 6月にかけて行なわれた。
本年度は新しい試みとしてシンポジウムが病理学専攻
の大学院生達によって企画，実行された。本シンポジウ
ムは内外ともに好評であったため， 47年度にも同様のも
のが企画されている。 46年度セミナーの講師および演題
は下記の通りである。
講師および演題(敬称略)
第 I回 シンポヲウム: 抗体産生機構
佐渡敏彦
多田富雄
浜岡利之 
頃))1黒須敏嗣(発表
第2回 吉野亀三郎:実験記録の保存法
第 3回加藤 仁:薬物受容体の問題 (高山)
シンポジウム「抗体産生機構」
佐渡敏彦* 多田富雄**
今回のセミナーは，現在著るしい進展をみせている免
疫学の分野においても，ひとつのトピックである抗体産
生機構について，この方面の研究で現在国際的に第一線
で活躍されている講師を招いて行なわれた。どの講演も
それぞれの演者の最近のデータをもとにして行なわれた
ため，専門分野以外の聴講者にとっては，やや難解の点、
もあったと思われるので，以下簡単にその要旨を書いて
みる。
まず，放医研の佐渡敏彦民は，“抗体産生細胞の増殖
と分化ーモデJレ分析と Jerneの溶血斑形成による解析
"という題で，在米中 OakRidgeの T.Makino-
dan博士とともに行なった研究を中心に講演された。一
般に，生体に抗原が侵入後“抗原の認識"“細胞間協力
作用"というたいくつかのステップを経て抗体産生細胞
の増殖と分化がはじまるが，この講演では，特に一次免疫
反応において，抗原侵入後，抗体産生細胞数がピークに
達するまでの期間に焦点をしぼり，考えられるすべての
抗体産生細胞の増殖，分化のモデJレを理論的に仮定した
後，実際にはどのように抗体産生細胞が増殖するのかを
調べた。抗原(ヒツジ赤血球)を注射後， 2時間おきに 
96時間まで，動物(マウス)の牌臓の抗体産生細胞数を 
[Jerneの溶血斑形成法」で調べてゆくと，抗原刺激後 
24時間後に抗体産生細胞の増加がはじまり，その後階段
状に，しかもある規則をもって増殖することが判明し
持放医研 柑千大医 柑骨阪大癌研
浜岡利之*** 黒須敏嗣*
た。しかもその倍加時間は極めて短い(約 6時間)こと
が証明された。さらに抗体産生細胞の分化の generation 
timeを考えあわせると，このように短い倍加時間は，
抗体産生前駆細胞と，抗体産生細胞の分裂による増加の
他に抗体産生前駆細胞から，抗体産生細胞への動員がく
り返しておこるためであることを示すもので，いままで
不明であった抗体産生の際の細胞動態が明瞭に解析され
た。
ついで，本学第 2病理の多国富雄氏は，“抗体産生の細
胞性調節機構"という題で，ヒトのアトピー性皮膚炎
や， 気管支端息に関連したレアギン型抗体 (IgE抗体)
を指標として，ラットの IgE抗体産生における胸腺リ
ンパ球の抑制作用とその特異性についての研究を中心
に講演された。 ラットに IgE抗体を産生させる際に， 
sublethalのX線照射や，適量の免疫抑制剤を投与して
おくと， IgE抗体産生は著明に増強し， しかもその産生
期間は延長することが証明され，さらに成熟動物におけ
る胸腺や牌臓の摘出は， 同様の enhancementと pro-
longationの効果をもっていることを示した。いま， X
線照射によって抗ハプテン IgE抗体産生が増強し，持
続している動物に，同一抗原で免疫したラットの胸腺リ
ンパ球を passiveに投与すると IgE抗体の産生は急速
に低下してしまう。さらにこの抑制能力は， carrierで
免疫した動物の胸腺や牌臓には存在するが，ハプテンで
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図1. レアギン産生と調節の機構についての多田民
の仮説:
胸腺由来の T-cellが carrierによって刺激され，
やがて骨髄由来の B・cellと細胞間相互作用をもっ
て抗ハプテン抗体が産生されるようになる。しかし
免疫後半に産生された rG 抗体による  feedback 
regulationと，増生した T-cellによる細胞間相互
作用によって逆に rE抗体は抑制され抗体産生は終
止する。アレルギ{患者では，乙のどちらかの調節
機構の障害があるために長期にわたるレアギン産生
があるととを示唆している。
免疫した動物の細胞には全く存在しないことを示され
た。一般に carrierに特異性を持つ胸腺リンパ球は，
抗体産生の誘導に helpercellとして働くことが知ら
れているが，この研究では，この同じ胸腺細胞が，一度
成立した抗体産生を調節している事実，すなわち，細胞
性の feedbackmechanismの機構が解明された。この
考えは図 1に示される。この研究は， 1971年にワシント
ンで聞かれた第一回国際免疫学会で同民が日本を代表し
て発表されたものであり，昨今大変注目されている研究
であることを付記する。
ついで，阪大(癌研)の浜岡利之氏は，“抗原認識から
みた抗体産生の調節機構"という題で講演された。現在
抗原認識における細胞間協同作用については，多くの研
究室から数々の成果がもたらされつつあるが，この講演
では， hapten-carrier結合物を抗原として用いて，ま
ずその抗原認識の機構について解析 Lた。 hapten-car-
rierで免疫した場合， haptenおよび carrierの抗原
決定基準は，それぞれ別々の細胞により認識されている
事実を示し， haptenで細胞が刺激される過程には， 
hapten以外の carrier部分に commitされた細胞の
協同作用が必要であることを示した。すなわち各決定基
原量でおきる lowzone toleranceでは，受容体が
持つと仮定される 2つの抗原結合部位のうちひとつ
に抗原がつくのみで， on stateのような効率のよ
い協同作用がなく，細胞は paralyticstateから死
滅する。また highzone toleranceでは，抗原が
大量に存在するため受容体に結合しうるだけの抗原
乙の場合もかえって有効な細胞、，Lが結合してしま 
聞の協同作用が阻害される。
で commit されたいわゆる抗  hapten，抗 carrier 
primed cellが同一場所に共存し，抗原を介してこの 2
種の細胞が接触することが重要である事実を明らかにし
た。この考えを図 2に示す。つぎにこのような機序で免
疫担当細胞が抗原を認識し反応する際の流血抗体の影響
を調べた。大喰細胞に，抗原抗体結合物の形で抗原を取
り込ませ， 同一抗原で前もって primeした細胞と混合
し， 生体内培養勢を行なって， primed cellによる 2次
免疫反応を調べると，この抗原に対する抗体をさらに投
与すると増強されるべき  2次反応が著明に抑制をうけ
る。このような抗体の抗体産生抑制作用は，免疫記憶細
胞自身や，抗原を取り込んだ大喰細胞の免疫原性発揮の
能力を直接障害するのではなくて，細胞移入後，抗体を
ごく初期に投与した時にその抑制効果が最も著明である
ところから，抗原情報が大喰細胞より免疫記憶細胞に伝
達される過程で，抗原情報を遮断することにより，抗原
情報に含まれていると考えられる抗原決定基と，免疫担
当細胞の表面に存在すると考えられる受容体との会合を
阻害し，結果として抗体産生の抑制がもたらされるもの
と考えている。流血抗体はある場合には，抗原刺激の過
程を促進させる作用があることは，すでに知られている
骨動物 l乙致死量 (600，.900R)の X線照射をして，免疫学的不全の状態にし， donorからの骨髄細胞，牌細胞，
胸腺細胞などを投入して，その動物の抗体産生能を調べる方法。
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ところだが，免疫後半に freeの抗体量が増加してくる の役割，および免疫記憶が維持されるメカニズムについ
と，今度は negativefeedbackにより activeな抗体 て発表された。
産生を俸止 (terminate) させてしまうという， 目的に 大体以上のような講演のあと，多田富雄氏の司会で活
かなった調節の機構を解説された。 発な討論が行なわれた。
ついで，放医研の黒須敏嗣氏は，“免疫記憶細胞の 今回のセミナーは多数の学生や大学・研究機関のスタf
kinetics"という題で特別発言された。一般に，一次免 ッフが出席され，その内容もおそらく今日の日本では最
疫反応に比べ，二次免疫反応は，より速く，より高い抗 も程度の高いセミナーであると考えら，れた。
体産生を示すが，この二次反応性は，、一次刺激によって 主催した私達大学院生の誇りどもなった記念すべきセ
生体内に出現する免疫記憶細胞とよばれる特殊な細胞集 ミナーであった。終りに，忙しい中をお集り下さづた講
団に基くものであることを示し，その起源や，細胞分裂 師の諸先生に感謝する。(奥村 康)
実験記録の保存法
士 ロ
野 亀三郎*
ただ単に 5600に‘セットしであると称する演者が入所した当時の伝染病研究所では教授はまった J恒温槽につ
く実験室に姿を見せず，そこで行なわれていた実験観察
には客観性が乏し‘く，そこから発表された実験結果は世
界的に通用しないばかりでなく，再現性にも乏しいとい
った状態で、あった。そうしたなかで演者は「はたして科
学とはこんなものなのだろうか?J，rこれで良いのだろ
うかけと研究方法に疑問を持ちながらも仕事を続け数
け， 30分タイマーをセットしただけではいけない。必ず
加熱開始の時間と終了の時聞を記録し温度も記録する。
こうした記録によってくり返し実験で異なった結果が得 
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やがて機会を得てアメリカに留学することとなった
が，その留学の主目的はアメリカではどのようにして研
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であり，正確な記録をつけなければ科学とはなり得ない
ということ，②実験が壁にぶつかったとき，それを乗り
越えるために考えなければならないのは， (i)pH， @温
度， 6時間であるということを学んだ。帰国後アメリカ
での経験を基とし，さらに種々の工夫を加えて自分なり
の記録法を確立した。以下その主要な点について述べ
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乙れには実験の procedure，実験のために準備すー
例 2. 血清を 5600で30分間加熱せよ。 ベき器具，およびその数量等を書いておく。
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